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 事業概要 

航空機開発の高速化を実現する基盤応用技術の研究開発の一部である実機空力基盤技術では,国産航
空機開発シーケンスの高速化を目指した基盤的空力技術の構築を目的とする.国産航空機開発シーケ
ンスの高速化のため,職人の経験的に頼る航空機開発から解析ベースでの高精度な実機空力基盤技術
へのパラダイムシフトを目指す.主翼または垂直尾翼上のボルテックスジェネレータ (VG) やドーサ
ルフィンなどの空力改善デバイスによる効果を CFD で再現し航空機への空力改善デバイス付加によ
る性能改善を事前に推定可能とする技術の開発と,乱流遷移流れ場を対象としたデータ同化手法によ
る乱流遷移の推定精度向上を行う. 

 
 JSS2 利用の理由 

JSS2 を利用した数値解析により,風洞試験のみでは困難な空力改善デバイスによる物理現象の詳細な
把握や航空機性能の事前予測ツール開発が高速かつ大規模に可能となる. 

 

 今年度の成果 

空力特性改善デバイスに関しては,ボルテックスジェネレータ (vortex generators; VG) やドーサル
フィン (dorsal fin; DF) から発生する渦が境界層と干渉しながら剥離を抑え,垂直尾翼性能を向上させ
ることを TAS コードによる CFD 解析により明らかにし（図１）,風洞試験結果と定性的に一致してい
ることを確認した.VG は横滑り角が小さいときに垂直尾翼性能を若干向上させる一方で,DF は横滑り
角が大きなときに強い渦を放出して垂直尾翼性能を大きく向上させることを示した.VG と DF を組み
合わせることにより,広範囲の横滑り角に対して垂直尾翼性能が向上した. 

データ同化に関しては,昨年度構築した乱流遷移流れ場を対象としたデータ同化手法を活用し,計測
情報の種類に対する感度解析を実施した（図２）.その結果,前縁の境界層内速度プロファイルの情報と
前縁の温度情報が乱流遷移流れ場の推定に関してはほぼ同じ感度を持つことを明らかにし,これまで
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定性的であった計測情報の感度を定量的に評価した. 
 

 
図 1 中弦 VG 11 枚 + 基本 DF 形態での全圧等値面を壁面距離で着色 

(Reynolds 数 0.52 million, ラダー舵角 20°) 
 

 
図 2 乱流遷移流れ場に対する計測情報の感度解析結果 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：1.32 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 11,119,009.13 1.47 
SORA-PP 1,752.79 0.02 
SORA-LM 39.62 0.02 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 044.28 0.03 
/data 9,015.23 0.17 
/ltmp 5,574.70 0.42 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 4.57 0.20 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 OpenMP 
プロセス並列数 64 - 256 
１ケースあたりの経過時間 15.00 時間 
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